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弊
社
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
二

〇
一
一
年
三
月
二
六
日
、早
期
の
再
生
・

復
興
支
援
の
た
め
に
創
業
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
全
中
の
顧
問
や
、
全

国
各
地
の
総
合
Ｊ
Ａ
の
顧
問
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
や
そ
の
産
品
の
、
①
知
財
戦
略
、

②
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、
③
事
業
モ
デ
ル
の

構
築
を
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

収
穫
ま
で
一
〇
〇
年
以
上
か
か
る
林
業

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
一
〇
〇
年

先
も
息
づ
く
新
た
な
価
値
～
一
〇
〇
年

価
値
～
を
創
る
」
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
一
〇
〇
年
先
の
未

来
に
、
そ
の
農
林
水
産
物
を
、
そ
の
産

地
を
、
そ
の
食
文
化
を
繋
い
で
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
た
だ
単
に
残
す
の
で
は

な
く
、
良
い
も
の
は
よ
り
評
価
さ
れ
る

形
で
、
持
続
的
に
発
展
す
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
、
そ
う
い
う
想
い
で

い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
顧
客
が
多
く

の
全
国
表
彰
で
上
位
受
賞
に
輝
き
、
弊

社
も
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
別
冊
で 

「
知
財

農
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活

躍
」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も

農
林
水
産
省
の
国
立
研
究
開
発
法
人
審

議
会
の
専
門
委
員
や
、
同
省
の
農
業
知

財
保
護
活
用
支
援
事
業
の
委
員
、
特
許

庁
の
地
域
団
体
商
標
普
及
啓
発
事
業
の

委
員
・
座
長
、
高
崎
健
康
福
祉
大
学
の

農
学
部
の
客
員
准
教
授
等
々
、
産
官
学

に
わ
た
り
知
見
を
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
、
農
業
は
難
し
い
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
果
樹
農
業
に
つ
い

て
言
え
ば
、
①
気
候
変
動
の
深
刻
な
影

響
、
②
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
③
若

い
消
費
者
の
果
実
離
れ
と
い
っ
た
産
地

の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

前
記
①
に
つ
い
て
は
、
官
民
を
挙
げ

て
、
ロ
バ
ス
ト
農
業
に
関
す
る
技
術
開

発
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
先
端

技
術
（
い
わ
ゆ
る
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
）
は
、

「J-PlatPat

」と
い
う
国
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
無
料
で
検
索
で
き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
技
術
導
入
に
は
お
金
が

か
か
り
ま
す
。
補
助
金
の
使
い
勝
手
が

悪
い
点
は
改
善
い
た
だ
き
た
い
所
で
す
。

　

前
記
②
は
、
農
業
者
の
所
得
向
上
が

一
つ
の
鍵
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
、
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
で
は
、
単
価
を
上
げ
る
方
向

と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
方
向
が
あ

り
ま
す
。
ケ
（
日
常
）
の
食
で
あ
る
農

産
物
に
つ
い
て
は
、‶
一
定
以
上
に
〟

単
価
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
く
、
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
ほ
う
に
重
点
を

置
く
べ
き
で
す
。

　

弊
社
の
顧
客
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
す
方
向
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
取
引
量
の
増
加
や
、
価
格
下
落

時
の
下
支
え
に
よ
り
、
単
価
を
上
げ
ず

に
売
上
の
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

旬
で
な
い
時
期
の
活
動
が
重
要
で
す
。

　

前
記
③
も
、
②
に
関
係
し
ま
す
。
若

い
消
費
者
の
果
実
離
れ
の
理
由
は
、
価

格
が
高
い
か
ら
や
、
皮
を
剥
く
の
が
面

倒
く
さ
い
か
ら
の
よ
う
で
す
。
近
時
、

果
物
に
限
ら
ず
、
輸
出
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
結
果
、
価
格
が
高
騰
し
、
日

本
人
消
費
者
の
支
持
が
離
れ
始
め
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　
「
ミ
ー
ム
」
と
は
、
文
化
的
な
遺
伝

子
の
こ
と
。
生
物
学
的
な
遺
伝
子
と
同

様
、
多
く
支
持
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
世

代
を
超
え
て
残
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。
果
樹
産
地
も
、
そ
の
風
土
に
適
し

た
品
種
が
あ
り
、
そ
の
地
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
生
産
方
法
が
あ
り
、
幾
多
の

困
難
を
乗
り
越
え
た
変
革
が
あ
る
の

で
、
ミ
ー
ム
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、

進
化
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
！


